平成３０年度ひまわりパークつぼみ事業報告(案)

〔　事業概要　〕
平成３０年度は、施設外就労先として「福岡市動物園」での清掃業務を受託したことにより就労継続支援Ａ型事業（定員１５人）で７名の利用者で再開しました。
また、就労継続支援Ｂ型事業（定員２０人）は、１２人の利用者が通所されました。
ただ、施設の老朽化や利用者減による事業運営の収支が極めて厳しい状況で、昨年に引き続きひまわりパークつぼみのあり方検討会議で今後のあり方を検討しました。
　その結果、９月末でＡ型事業はひまわりパーク上牟田が事業を統合して引き継ぎ、１０月末でＢ型事業も廃止し、利用者は本人の希望により法人内もしくは他法人の事業所を利用されました。

１　主な事業の取り組み
（１）就労継続支援Ａ型事業
　平成３０年度は、「福岡市動物園」の清掃業務を、当法人（事業所）が受託できたため、就労継続支援Ａ型事業を再開することができました。
（２）	就労継続支援Ｂ型事業
利用者が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、就労する機会の提供とともに、作業を通して知識や働く意識等の向上に向けて支援等を行いました。
生産活動は、お菓子の箱折りが中心で利用者一人ひとりの状況や特性に応じて作業を行いました。

２　事業所廃止の経緯
５月１０日　ひまわりパークつぼみのあり方検討会議にて、ひまわりパークつぼ
みの就労継続支援Ａ型事業のひまわりパーク上牟田への移転、Ｂ型
事業廃止の結論を出しました。
６月２２日　ひまわりパークつぼみ臨時保護者会開催、事業所閉鎖の方向性を
保護者へ説明し了承を得ました。
７月１０日　第３回理事会にて、ひまわりパークつぼみの就労継続支援Ｂ型事業
廃止と、就労継続支援Ａ型事業について、ひまわりパーク上牟田の
Ａ型事業との統合について承認を得ました。
　８月１７日　ひまわりパークつぼみ・特定相談ひまわり・事務局にて、利用者の
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　事業所移行について協議。
　９月３０日　就労継続支援Ａ型事業　廃止
１０月１９日　ひまわりパークつぼみ　閉所式
１０月３１日　就労継続支援Ｂ型事業　廃止、事務所引渡し。
３　利用者・職員について
　利用者１８名（就労継続Ａ型利用者７名・就労継続Ｂ型利用者１２名）
　ひまわりパークつぼみ・特定相談ひまわり・事務局で協力し、新しい活動の場
に移行した。
　・法人内の他事業所に移行　　１２名
　・法人外の事業所に移行　　　　６名

　職員　４名
　法人内他の事業所へ異動内示。
　法人内の他事業所に異動　　１名
　退職　　　　　　　　　　　３名


